
様式９（添付１－４） 

平成２９年度 帰国・外国人児童生徒等教育の推進支援事業 

（Ⅱ 定住外国人の子供の就学促進事業） 

事業内容報告書の概要 

都道府県・市区町村名【 三重県・鈴鹿市 】   

 

平成２９年度に実施した取組の内容及び成果と課題 

１．事業の実施体制 

 

○鈴鹿市の外国人児童生徒サポート事業の一つとして，子どもの就学の実態把握につとめるとともに，就学

支援教室を設置し，不就学の子どもの就学支援，また公立学校に在籍していても長期欠席など不登校

傾向にある子どもの適応指導，並びに日本語指導や教科指導を行い，公立小中学校への就学・学校復

帰，高等学校への進学等，社会的自立に向けて支援体制を整備する。 

２．具体の取組内容   

 

○不就学や不登校，また来日して間もなく初期の日本語指導が必要な外国人児童生の就学支援，適応支

援，日本語初期指導のための就学支援教室を鈴鹿市役所内に設置。 

○就学支援教室「コトノハ」 

 コーディネーター１名，バイリンガル指導員2名（ポルトガル語，中国語）を配置し，主に中学生相当

の子どもに対して初期日本語指導・教科指導及び適応指導を実施。 

○年間通じて７８名の外国人児童生徒等に対応（通室，就学支援，進路支援，家庭訪問等） 

○通室生が公立小中学校に安定的，継続的に就学できるよう必要に応じてスタッフが学級訪問を実施。 

○小学校就学予定者の中で公立小学校への入学届けを提出していない家庭を訪問し，就学を促す。 

３．成果と課題     

 

・就学支援教室を市役所内に移転したことで，就学年齢の子どもを持つ外国人住民が市内に転居手続き

に来た際，就学相談が受け易くなった。 

・就学支援教室から学校に就学した子どもたちの適応状況により，学校と就学支援教室との併用や放課

後での通室など，学校との連携により子どもたちへの支援を継続することで子どもたちの学びを支え

ることができた。 

・毎月の通室状況票を使用することで,在籍学校と情報共有することができた。 

・教育委員会が主催する外国人生徒・保護者向けの進路ガイダンス（10/7）へ参加することで，高校生

活に対するイメージを広げることができた。また，高校生活を送る先輩たちとも出会い，進路を切り

開こうとする意欲を高めることができた。 

・外国人児童生徒の長期欠席者（30日以上），不登校の割合は，高い状態が続いている。特に，本人や保

護者と連絡が取りにくいケースも多く，課題となっている。 

４．その他（今後の取組等） 

 

・集住都市である本市の外国人住民人口は，この半年で千人以上増加した。外国人児童生徒は，本市の

将来を担う宝であることから，社会的自立に向けて，教育委員会のみならず，多様な関係機関と連携

した施策を構築する必要がある。 

※ 枠は適宜広げること。（複数ページになっても差し支えない。） 


